
きらきら発電蒲生６号機開所式行う 

民のパワー集めて活きる６号機 

 11 月 28 日(土)きらきら発電蒲生 6 号機の開所式

を開催。現地宮城野区中野高松の舟要洞場に 20名の会員と地元住民 5名が参加しました。ＮＨ

Ｋ・河北・赤旗の 3社が取材。河北新報は翌 29日に記事を掲載(記事を下に紹介)。ＮＨＫは 12

月 16日夕方の「てれまさむね」で放送するとのことでした。 

建設費用３３０万円を上回る３３５万円の寄付集まる 

 初めにきらきら発電水戸部秀利理事長が挨拶(写真上)。「東日本大震災の津波被災地で、お子

さん二人の供養のために建てられた施設に、多くの皆様のご協力で、太陽光発電所を建設させて

いただきました。建設費用 330 万円を越える寄付金が集まりました。この蒲生の地は震災被災

地であるだけでなく、石炭火力発電所仙台パワーステーションが建設され、地球温暖化問題を象

徴するような場所にもなっています。その蒲生の地に自然エネルギーの発電所を市民の力で建

設することに大変大きな意義を感じています」。次に屋根を提供された笹谷由夫様より「みなの

パワー集めて活きる 6号機」というお言葉をいただきました。 

市民の力で自然エネルギーを進めることこそ大事 

 その後、エネシフみやぎ代表の

浦井彰氏、施工業者プロジェクト

ウサミ様、地元宮城野区の「蒲生

の街作りを考える会」の千葉永一

様・高見紀子様よりご挨拶をいた

だきました。浦井彰氏は「市民の

手で自然エネルギーを推し進め

るためエネシフみやぎを立ち上

げたが、ますます市民の力で自然

エネルギーをひろめることの大

事さを実感し、市民電力連絡会を

昨年立ち上げました。12月 6日年

会がありますので、ご参加くださ

い」と訴えました。 

市民電力連絡会の年会 

12 月 6 日午後 1 時半 会費無料 

仙台市市民サポセン(広瀬通り) 

記念講演＝明日香壽川氏(東北大

学東北アジア研究センター教授) 

特別報告＝宮城県・仙台市の再生

可能エネルギー施策について 

活動報告＝加入 4団体 



仙台市建設の泉区朴沢小水力発電所見学 

 

 11 月 7 日エネシフみやぎ主催による「仙台市朴沢小水力発電所」見学会に参加しました。エ

ネシフみやぎ会員 4名ときらきら会員 2名(水戸部・広幡)の計 6名が、仙台市経済局農林部農林

土木課職員 2 名の案内で、泉区朴沢の支倉川流域に足を運びました。最初支倉川からの取水地

を見学したあと、発電所を見学。泉区土地改良区管理の朴沢農業用水路を活用した小水力発電で、

出力は 7ｋｗ／ｈ。縦軸スクリュー(プロペラが落ちてくる水を受けて回転)というめずらしい形

の水力発電で、発電量は当初予定の半分程度。理由は水とともに流れてくるゴミのために、発電

がたびたびストップするため。見学時も落葉がプロペラに落ちていくのを見て、落葉対策が大変

と実感させられました。 

冠川水力発電跡地も見学 

 朴沢小水力発電所見学後、同じ泉区

にある「冠川根白石水力発電所跡地」

(泉区根白石七北田川河畔)を見学しま

した。冠(かむり)川は七北田川の旧名

で、「水をかぶる」が語源のようです。 

 広瀬川にある三居沢水力発電所を設

計した人が作った発電所で、13ｋｗ／ｈの発電量で、根白石地区や宮床地区の民家に電気を供

給。大正～昭和時代、10年ほど活躍したとの記録が残っています。何故 10年ほどで発電が止ま

ったか理由は記されていませんが、「冠川」の名前から洪水発生が原因ではと想像しました。 

 宮城県はこのように、大正時代、自然エネルギー地産地消の

先進県だった

ようです。ふ

たたび先進県

めざし、市民

力をアップさ

せましょう。

(広幡) 
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